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1. はじめに Web ページを編集するとき、コーディングにな

ってしまうと、HTML であっても、スクリプトで

あっても、技術者以外のユーザとの親和性は低い。 
企業も Web サイトを持つのが当然となり、Web

は情報発信のメディアとして定着しつつある。と

はいえ、Web は企業だけのものではない。個人で

あっても手軽に Web サイトを持つことができる。

そのため、Web サイトを作成し情報を発信したい

というニーズは高まっている。だが管理者は Web
サイトを頻繁に更新することを要求される。しか

もそれには、いろいろなソフトウェアやアップロ

ード作業が必要であり、非常に煩雑なものである。 

 
3. Web ページの編集方法 

Web ページの編集方法は、(1)オフライン型、オ

ンライン型、の二つに分けられ、オンライン型は

さらに(2)追記型と(3)編集型に分けられる。 
(1) オフライン編集型 
昔からある Web ページ編集の方法で、クライア

ントにあるソフトウェアによって HTML ファイ

ルを作成する。この方法ではオフラインのみで編

集可能であり、公開されたファイルは静的なもの

で、基本的に変更されることはない。 

現在、オンラインで編集可能なシステムとして

Wiki[1]や Zope[2]がある。これらは、インターネッ

トにつながっていれば Web サイトを編集できる

ものである。しかし、それらはスクリプトである

ため煩雑である。 (2) オンライン追記型 
BBS に代表されるもので、入力したデータはあ

る規則にしたがってページに追記されるという形

になる。自分の書込みは削除することができる場

合もあるが、他者の書込みの削除や変更は管理者

しか行うことができない。データファイルはその

都度更新される。 

本発表ではそれらを考察し、実用的な Web ペー

ジ編集システムを提案する。 
 
2. 要求分析 
(1) 場所に依存しない編集 

Web サイトの更新作業はクライアントプログ

ラムに強く依存するため、基本的に自分の PC で

しか行えない。旅先や学校、会社などから容易に

行えると便利である。 

(3) オンライン編集型 
Wiki に代表されるもので、Web ページのほぼ

全体を編集対象とすることができる。管理者でな

くとも他者の書込みであっても消すことが可能で

ある。データファイルはその都度更新される。 
(2) プラットフォームに依存しない編集 

PC が変われば当然環境が変わってくることも

ある。そのような場合にも操作方法などが変わっ

てはならない。 
 
4. 設計方針 
以上の考察により、実用的な Web ページ編集シ

ステムの提案を行う。 
(3) コーディングを必要としない編集 
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次に本発表で提案するシステムの方針を示す。  
(1) オンライン編集型  
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5. システムの特徴 
Wiki のコンセプトを活かし、ユーザインタフェ

ースとサーバの負荷軽減を重視した、Web ページ

のオンライン編集システムを設計する。 
(1) 直感的なユーザインタフェース 

GUI による WYSIWYG(What You See Is 
What You Get)環境を用意する。ただし、ユーザ

の環境によってなるべく左右されないことが望ま

しい。Wiki の記法は HTML のエイリアスを記述

しているようなものであり、直感的ではない。 
(2) 処理の分担 
処理はクライアントで処理できる部分はクライ

アントに任せるのが望ましい。GUI を扱うとする

と、サーバでデータを処理するには処理量が大き

く、時間差も無視できなくなってくる。ただし、

クライアント側でソフトウェアを用意する形だと

『環境に依存しない』というコンセプトに反する

ので、その点は留意する必要がある。 
(3) サーバ負荷を軽減するデータ形式 
データは HTML ファイルで保存することが望

ましい。Wiki では、独自形式でデータベースに保

存し、読み込むときにその都度 HTML ファイル

を構成して送信するので、やはりサーバ負荷がか

かることになる。同じように、独自の形式をサー

バ側でHTML ファイルに変換することになると、

サーバに負荷がかかる。クライアント側で HTML
ファイルを構成し、サーバに送信する形が望まし

いであろう。 
(4) 容易さと安全性を考慮した保存方法 

Wiki のように１クリックで保存できることが

望ましい。他者の PC からでも変更ができるため、

ID やパスワードの入力はやるべきではない。FTP
などでリストを取得できてしまうと、アクセス制

限やバックアップファイルなどを書き換えられて

しまうという問題がある。 
(5) ファイル名の自動生成 

HTML ファイルのファイル名はユーザに意識

させないことが望ましい。HTML ファイルで保存

する以上、ファイル名は必要であり避けられない

が、システム側でファイル名を自動生成できれば、

ファイル名の重複などの問題が回避される。 
 
6. システムの構成 
システムの構成を図１に示す。 

サーバの負荷軽減には、クライアント側が多く

の処理を引き受けることが肝要である。サーバに

は必要最小限の機能だけ実装する。 
(1) クライアント 

WYSIWYG 機能を提供するクライアントが必

要になるが、ここでは JavaApplet を利用する。

JavaApplet は現在使われているような Web ブラ

ウザであれば、Web サイトにアクセスしたときに

自動的にダウンロードされ実行されるため環境に

依存しない。しかし JavaApplet だけではサーバ

への保存に ID とパスワードが必要になる。この

部分だけはサーバ側で実装する必要がある。それ

以外の機能はすべて JavaApplet で実現できるの

で、クライアント側で実装する。 
(2) サーバ 
ファイル保存モジュールの作成に Perl を利用

する。現在サーバアプリケーション開発にもっと

も広く対応しているためである。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

              

 ダウンロード

データの流れ  

 
 
7. おわりに 
本発表では Wiki の考察から、オンライン編集

可能な Web ページシステムを提案した。今後は、

考察したことなどから方針を明確にし、設計を進

めていく。 
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図１．システム構成
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